
１　障害者虐待の通報等の受付及び対応状況

※　本表は、平成26年4月1日～平成26年9月30日に通報等があった事案について、平成26年9月30日現在の

　　状況を示したものです。

「対応中」　：虐待の事実があり、支援方針を検討中又は実際に支援中の事案　等

「対応終結」：虐待の事実を確認し、必要な措置や支援を行って終結した事案

２　障害者虐待の類型、被虐待者の障害種別の状況等　（虐待が認められた事案の詳細）

（１）虐待の類型 （２）被虐待者の障害種別

件 人

件 人

件 人

件 人

件 人

件 人

人

（３）被虐待者の性別 （４）被虐待者の年齢

人 人

人 人

人 人

人 人

人

人

人

　　　　　　　　障害者虐待の通報・届出の受付状況等 資料1-1
（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

養護者
による虐待

施設従事者等
による虐待

使用者
による虐待

合計

県受付分 県受付分 県受付分 県受付分

4

2 2

12

通報・届出
受付件数

87 0 36 6 17 10 140 16

　　　　　　　　（県に報告や通知をした場合でも、当該虐待対応の一環として被虐待者への何らかの支援等の
　　　　　　　　　検討や実施が続いている場合を含む）

計 35 6 1 454 3

虐待が
認められ
た件数

対応中 22 1 0 25 2

対応終結 13 5 1 20 2

③心理的虐待 20 11

④放棄、放置（ネグレクト） 9 1

③精神障害

④発達障害

①身体的虐待 24 8

②性的虐待 1 34

①身体障害

②知的障害

①男性 15 5

⑤経済的虐待 14 0

　　　計 68 1

⑤その他心身機能の障害

⑥不明

※　本表は、１に掲載した虐待が認められた
事案（４５件）について、事案ごとに虐待の類
型を集計したものです。

　　被虐待者が複数の場合も、人数に関わり
なく「1件」とカウントしています。

※　本表は、１に掲載した虐待が認められた
事案（４５件）について、被虐待者の障害種
別を集計したものです。

　　被虐待者が複数の場合は、それぞれ「1
人」とカウントしています。

①２０歳以下

　　　計 55

②女性 36 19

③不明 0 23

3

0

　　　計 51

1

※　本表（３）・（４）は、１に掲載した虐待が認
められた事案（４５件）について、被虐待者の
性別・年齢を集計したものです。被虐待者が
複数の場合は、それぞれ「1人」とカウントし
ています。

②２０歳～３９歳

③４０歳～５９歳

④６０歳～７９歳

⑤８０歳以上

⑥不明

計 51

1



１　障害者虐待の通報等の受付及び対応状況

※　本表は、平成25年4月1日～平成26年3月31日に通報等があった事案について、平成26年3月31日現在の

　　状況を示したものです。

「対応中」　：虐待の事実があり、支援方針を検討中又は実際に支援中の事案　等

「対応終結」：虐待の事実を確認し、必要な措置や支援を行って終結した事案

２　障害者虐待の類型、被虐待者の障害種別の状況　（虐待が認められた事案の詳細）

（１）虐待の類型

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

件 件 件 件

※　本表は、１に掲載した虐待が認められた事案（106件）について、事案ごとに虐待の類型を集計したものです。

　　被虐待者が複数の場合も、人数に関わりなく「1件」とカウントしています。

（２）被虐待者の障害種別

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

※　本表は、１に掲載した虐待が認められた事案（106件）について、被虐待者の障害種別を集計したものです。

　　被虐待者が複数の場合は、それぞれ「1人」とカウントしています。

⑤その他心身機能の障害 2 0 0 2

②知的障害 42 17 2 61

③精神障害 30 2 2 34

　　　計 111 20 5 136

　　　計 88 34 5 127

合計

①身体障害 13 15 1 29

養護者
による虐待

施設従事者等
による虐待

使用者
による虐待

④発達障害 1 0 0 1

④放棄、放置（ネグレクト） 15 2 0 17

⑤経済的虐待 24 1 4 29

②性的虐待 5 4 0 9

③心理的虐待 23 4 1 28

3 40 3

対応終結 51

①身体的虐待 44 9 0 53

1

4

0 0

05

　　　　　　　　（県に報告や通知をした場合でも、当該虐待対応の一環として被虐待者への何らかの支援等の
　　　　　　　　　検討や実施が続いている場合を含む）

養護者
による虐待

施設従事者等
による虐待

使用者
による虐待

合計

計 82 19 4 1065 0

虐待が
認められ
た件数

対応中 31 9

2

　　　　　　　　障害者虐待の通報・届出の受付状況等 資料1-2 
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

養護者
による虐待

施設従事者等
による虐待

使用者
による虐待

合計

県受付分 県受付分 県受付分 県受付分

通報・届出
受付件数

250 0 104 15 25 10 379 25

10 1 66



３　養護者による障害者虐待の状況

（１）被虐待者から見た虐待者の続柄（重複あり） （２）分離の有無

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件

件

件

件

件

（３）虐待者からの分離を行った事例の対応の内訳

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

件 件

（４）虐待者からの分離をしていない事例の対応の内訳（重複あり）

件

件

件

件

件

件

件

件

（５）権利擁護に関する対応

件

件

件

件 件

10

3

※　本表は、１に掲載した養護者による虐待が認められた事案（82件）について、平成26年3月31日現在の状況
　　を示したものです。

　　　計

③日常生活自立支援事業の利用

②成年後見制度利用手続き中

①成年後見制度利用開始済

11

4 件

4

④既に障害福祉サービスを受けているが、サービス等利用
　 計画を見直した

0

3

2

3

6

※　本表は、３（２）に掲載した虐待者と被虐待者を分離していない事案（32件）について、平成26年3月31日現在
     の状況を示したものです。

②養護者が介護負担軽減等のための事業に参加

　　　計

⑦見守りのみ

⑥その他 5

うち市町村申立て

3

38

3

5

③被虐待者が新たに障害福祉サービスを利用

　　　計

⑦兄弟姉妹 21

　　　計 88

⑦祖父母 1

⑧その他 13

①養護者に対する助言・指導（②を除く）

※　本表は、３（２）に掲載した虐待者と被虐待者の分離を行った事案（35件）について、平成26年3月31日現在
     の状況を示したものです。

19

左記のうち面会制限
を行った事例

7 0

1 0

0

35 9

8

7

8

分離を行った事例

11

19

②母 18

①契約による福祉サービスの利用

②被虐待者と虐待者を分離していない

③対応について検討・調整中等

⑤息子 6 　　　計

①被虐待者と虐待者の分離を行った

⑥娘

④妻 2 ④その他

⑤被虐待者が障害福祉サービス以外のサービスを利用

③夫 5

①父

④医療機関への一時入院

③上記①、②以外の方法による一時保護

②身体障害者福祉法又は知的障害者福祉法によるやむを
　得ない事由等による措置

35

32

5

82

※　（１）及び（２）の表は、１に掲載した養護者による虐待が
　　 認められた事案（82件）について集計したものです。
　　  ・（１）については、 虐待者が複数の場合は、それぞれ
         「1人」とカウントしています。

2

⑤その他

3



４　施設従事者等による虐待の状況

（１）県障害者権利擁護センターの受付及び対応状況　※内2件は通報は入っておらず、調査により判明したもの

件 事実確認により虐待と認められた　

件 事実確認により虐待が認められなかったと判断

件 事実確認中

件 虐待が認められたため、自立支援法等に基づき指導済み

件 市町村からの報告に基づき、現在対応中

※　本表は、平成25年4月1日～平成26年3月31日に県権利擁護センターへ通報等があった事案について、

　　平成26年3月31日現在の対応状況を示したものです。

（２）虐待があった障害者福祉施設等の種別

障害者支援施設 5 件

生活介護 4 件

共同生活介護 5 件

就労継続支援Ｂ型 2 件

移動支援事業 1 件

地域活動支援センターを運営する事業 1 件

放課後等デイサービス 1 件

（３）虐待を行った障害者福祉施設従事者等の職種　※虐待者が複数の場合あり

サービス管理責任者 1 件

その他従事者 9 件

管理者 1 件

設置者・経営者 1 件

生活支援員 6 件

※虐待者を特定できなかったもの（2件）を含む。

（４）県・市町村が講じた措置・対応状況　※重複あり

事業所に対する指導 15 件

改善計画提出依頼 2 件

虐待を行った障害者福祉施設従事者等への注意・指導 8 件

報告徴収・立入検査 12 件

改善勧告 6 件

指定の効力の全部又は一部停止 1 件

※　本表は、１に掲載した施設従事者等による虐待が認められた事案（19件）の措置内容を記載しています。

県で通報等を受付 15 件

4

7

6

4

市町村より虐待が認
められたとして報告

15
12

7
件



５　使用者による虐待の状況

（１）県障害者権利擁護センターの受付及び対応状況

件 事実確認中

件 虐待が疑われるとして労働局に通報

件 事実確認により虐待が認められなかったと判断

件 労働局で虐待を認定し指導済み（労働局からの通報事案）

件

件

件

件

※　本表は、平成25年4月1日～平成26年3月31日に県権利擁護センターへ通報等があった事案について、

　　平成26年3月31日現在の対応状況を示したものです。

（２）虐待が認められた事業所の業種及び規模

件 件

件 件

件 件

件 件

件

件 件

件

⑥サービス業（他に分類されないもの） 0 計 5

計 5

④教育、学習支援業 0 ④100人以上 0

⑤医療、福祉 2 ④不明 1

①農業、林業 1 ①5人未満 1

③卸売業、小売業 1 ③50～99人 1

2 労働局からの情報提供（労働局で対応中・虐待とは認められていない）

市町村からの通知 1 件

1
事実確認後に、虐待の事実が疑われるとして労働局へ報告（その後
労働局で虐待として認定）

0
事実確認後に、虐待の事実が疑われるとして労働局へ報告するとと
もに、県でも事実確認を実施

0

県で通報等を受付 10

事実確認を行ったが虐待の判断に至らず、労働局へ調査を依頼

5

件

0

4

0

4

②製造業 1 ②5～49人 2



6 
 

千葉県袖ヶ浦福祉センター見直しに関する主な経過について 
 

平成２７年１月１５日  
千葉県健康福祉部障害福祉課 

 
○ ８月７日（木） 

第三者検証委員会から県に答申（最終報告）を提出 

○ 同日 

事業団に対し、答申（最終報告）を踏まえた適正な事業運営等の改善の徹底を 

通知 

○ 同日 

県内民間事業者に対し、答申（最終報告）の内容も踏まえた虐待防止等の適正

な事業運営の徹底を通知 

○ ８月９日（土） 

袖ヶ浦福祉センター保護者説明会（県主催） 

アドバンスながうら等保護者説明会（事業団主催）へ同席・意見伺い 

○ ８月１１日（月） 

事業団理事会 

事業団理事運営会議（第５回） 

○ ８月１２日（火） 

事業団評議員会 

○ ８月２１日（木） 

事業団元職員及び職員９人が書類送検（うち１人は３月１１日に逮捕・３月  

３１日に傷害致死罪で起訴） 

○ ８月２８日（木）～９月２日（火） 

県（障害福祉課・君津健康福祉センター）確認調査 

（当面の改善計画の進捗状況確認） 

○ ９月１日（月） 
千葉県袖ヶ浦福祉センター見直し進捗管理委員会の設置 
（千葉県社会福祉事業団問題等第三者検証委員会の改編） 

○ ９月１日（月）～２日（火） 

県職員センター現場研修（１日目：更生園 ２日目：養育園） 

○ ９月３日（水） 

第３回千葉県総合支援協議会（旧自立支援協議会。構成員：県内障害者団体・

事業者等）において、答申（最終報告）を報告 

○ ９月１１日（木） 

県議会健康福祉常任委員会協議会 

 

資料２－１ 
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○ ９月１１日（木）～１２日（金） 

県職員センター現場研修（１日目：更生園 ２日目：養育園） 

○ ９月１５日（月） 

養育園保護者会（県同席・意見伺い） 

○ ９月１９日（金） 

警察が捜査の終結を発表 

○ 同日 

事業団評議員会 

○ ９月２２日（月） 

事業団理事会 

事業団理事運営会議（第６回） 

○ ９月２６日（金） 

平成２５年度指定管理者モニタリング調査 

○ ９月２６日（金）～１０月３日（金） 

県（障害福祉課・君津健康福祉センター）確認調査 

（当面の改善計画の進捗状況確認） 

○ １０月１日（水） 

更生園施設長就任・事業団顧問就任 

○ １０月７日（火） 

県議会健康福祉常任委員会 

○ １０月１４日（火） 

事業団理事運営会議（第７回） 

○ １０月１５日（水） 

平成２６年度９月補正予算案議決 

（養育園第２寮小規模ユニット化等、施設改修に係る予算措置） 

○ 同日 

パーソナルサポーター派遣に係る打合せ会議 

（１０月から、養育園第２寮利用者全１２名に派遣） 

○ １０月２３日（木）～２４日（金） 

平成２６年度上半期指定管理者モニタリング調査（進捗管理委員会委員参加） 

○ １０月２４日（金） 

第４回千葉県総合支援協議会（第五次千葉県障害者計画） 

○ １０月３０日（木） 

第２回千葉県施策推進協議会（第五次千葉県障害者計画） 

○ １１月１１日（火） 

事業団理事運営会議（第８回） 
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○ １１月１３日（木） 

見直し進捗管理委員会（第１回） 

報告事項：千葉県袖ヶ浦福祉センターの見直しについて 

指定管理者モニタリングについて 

千葉県社会福祉事業団自主事業における不祥事の発生及びその後の対応について 

○ １１月１８日（火） 

事業団理事と職員の意見交換会 

○ １１月２７日（木） 

袖ヶ浦福祉センター新規利用者の受入停止について事業団、市町村等に通知 

○ １２月２日（火） 

事業団理事会（自主事業の移譲方針について） 

○ １２月１０日（水） 

事業団評議員会 

○ １２月１３日（土） 

自主事業保護者説明会（事業団主催） 

○ １２月１５日（月）～１８日（木） 

県（障害福祉課・君津健康福祉センター）確認調査 

（当面の改善計画の進捗状況確認） 

○ １２月１６日（火） 

支援状況モニタリング（進捗管理委員会委員） 

○ 同日 

県議会健康福祉常任委員会 

○ １月７日（水） 

事業団理事運営会議（第９回） 
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千葉県袖ヶ浦福祉センター見直し進捗管理委員会の設置 
 

平 成 ２ ６ 年 ９ 月 １ 日 
千葉県健康福祉部障害福祉課 
０４３－２２３－２３５２ 

 

 
 
 
１ 設置目的 
  千葉県社会福祉事業団問題等第三者検証委員会から平成２６年８月７日に提出 

された答申において、集中見直し期間を設定し、外部の第三者の評価を受けて進捗 

管理をし、千葉県袖ヶ浦福祉センターの見直しをすることが提言されたことを受け、

見直しの進捗について調査審議するため設置した。 
 
２ 委員任期 
  平成２６年９月１日から平成２９年８月３１日まで 
 
３ 委員名簿 

（敬称略） 
 氏 名 役職等 職種等 

※ 佐藤
さ と う

 彰一
しょういち

 

千葉県障害者虐待防止連携協議会副会長 

弁護士 

国学院大学法科大学院教授 

千葉県障害者総合支援協議会権利擁護部会長 

弁護士 

※ 村山
むらやま

 園
その

 千葉県手をつなぐ育成会権利擁護委員会委員長 

当事者 

(保護者) 

[知的障害] 

※ 大屋
お お や

 滋
しげる

 
千葉県自閉症協会会長 

旭中央病院脳神経外科部長 

当事者 

（保護者） 

[発達障害] 

※ 早坂
はやさか

 裕
ゆ

実子
み こ

 
千葉県知的障害者福祉協会権利擁護委員会委員長 

（福）まつど育成会法人統括施設長 

事業者 

知的障害 

発達障害 

 金子
か ね こ

 惠一
けいいち

 千葉県社会福祉協議会運営適正化委員会事務局長 
事業者 

（福祉全般) 

 三島
み し ま

 卓
たか

穂
お

 
（公財）鉄道弘済会弘済学園 元園長 

日本発達障害学会 評議員 
学識経験者 

※の委員は千葉県社会福祉事業団問題等第三者検証委員会委員から継続 
 
４ 開催予定 平成２６年１０月～１１月に第１回開催予定 

平成２６年９月１日をもって「千葉県袖ヶ浦福祉センター見直し進捗管理委員会」を 

設置した（千葉県社会福祉事業団問題等第三者検証委員会の改編）。 

資料２－２ 
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千葉県袖ヶ浦福祉センターの見直し（案） 
 
 
１ 県の役割 
 

県は、「千葉県社会福祉事業団問題等第三者検証委員会」から提出された答申（最

終報告）で提言された今後のセンター・事業団のあり方の方向性に沿って、センタ

ーの運営に積極的に関与し、千葉県知的障害者福祉協会等の協力を得つつ、千葉県

社会福祉事業団にも見直しへの取組みを促し、千葉県袖ヶ浦福祉センターの見直し

を行う。 
 

県は、平成２６年度中に今後３年間の見直しの進行予定を示す。また、第五次障

害者計画の実施期間である平成２７年度～平成２９年度の３年間を千葉県袖ヶ浦

福祉センターの集中見直し期間とし、第五次障害者計画に、答申（最終報告）で示

された方向性について盛り込む。 
 

県は、毎年度の見直しの進捗等について、「千葉県袖ヶ浦福祉センター見直し進

捗管理委員会」に報告し、その評価を受ける。 
 
 
２ 千葉県社会福祉事業団の役割 
 

千葉県社会福祉事業団は、答申（最終報告）で提言された今後のセンター・事業

団のあり方の方向性に沿って、県と緊密に連携しつつ、千葉県知的障害者福祉協会

等の協力を得て、千葉県袖ヶ浦福祉センターの見直しに取り組む。 
 
 
３ 千葉県袖ヶ浦福祉センター見直し進捗管理委員会の役割 
 

千葉県袖ヶ浦福祉センター見直し進捗管理委員会は、県からの毎年度の見直しの

進捗等に関する報告を受け、見直しの進捗について評価する。 
 
平成２６年度中の開催予定 
 平成２７年２月上旬 第２回委員会（見直しの進行予定） 
      ３月下旬 第３回委員会（平成２６年度進捗評価） 
 

資料２－３ 第１回見直し進捗管理委員会（平成 26 年 11 月 13 日）配付資料４ 



平成２６年度上半期指定管理者管理運営状況評価 資料2-4

評価

安全性の確保

1

適切な財産管理

11

・県が行った改善勧告に基づき、改善措置結果を報告した。ま
た、当面の改善計画の進捗状況を毎月県に報告し、現地にお
ける進捗確認調査を受けている。調査結果を受け、継続的に
改善に努めている。

（２）事業の
企画運営
に関する
事項　事業
の実施

・定期的に少人数でのグループディスカッションを行い、職員間
で所属する寮を超えた情報共有及び相談ができるよう、職場環
境の整備に努めている。

・看護師は、毎朝の打合せや定期巡回により、利用者の健康
状況を把握している。また、支援員の相談等に応対するなど、
職員間のコミュニケーションが図られている。

職員配置・連携
体制

1

・養育園第２寮の配置については、夜勤職員1名、宿直職員1
名の体制を、4月から夜勤職員2名体制とし、支援スキルの高
い職員を配置するなど、各寮の支援状況や業務実態に応じた
配置を行った。また、他寮から応援職員を配置するなど、施設
（寮）を超えた応援体制が図られている。

・施設長等が施設を巡回し、支援の状況について把握し、適宜
指導するとともに、利用者や支援員に声をかけ、相談しやすい
環境に努めている。また、職員会議においても、権利擁護につ
いて指導し、職員の意識改革に努めている。

（１）管理業
務の実施
状況に関
する事項

施設の設置目
的・法令等の遵
守等

1

・4月から理事長（兼養育園施設長、兼更生園施設長）、10月か
ら更生園施設長に事業団外部からの行動障害等の支援に精
通した人材を登用し、現場の改善意識の醸成に努めている。

・虐待防止委員会に、外部から障害福祉現場の支援に精通し
た者及び家族会の代表者を委員に加え、虐待防止体制の強
化を図った。

・施設における事故やヒヤリハット事例を、毎月、サービス調整
会議に挙げ再発防止策について検討し、職員会議、班会議等
で職員に周知している。また、理事会において事故報告を行っ
ている。

指　定　管　理　期　間 平成23年4月1日～平成28年3月31日

施　　　  設　　　  名 千葉県袖ヶ浦福祉センター

指　 定 　管 　理 　者 社会福祉法人千葉県社会福祉事業団

評　価　対　象　年　度 平成26年度（4月～9月）

第 三 者 評 価 の 有 無 有

施   設   所   管   課 健康福祉部障害福祉課

評価項目 評価理由等

・管理職、指導的職員を対象として、「管理職、指導的職員の
役割」、「虐待防止に向けた職場づくり」について研修し、職員
を指導できるリーダーの育成に努めている。



事業の成果

（４）収支状況・財務状況

（５）利用者意見の把握と反
映・利用者満足度

・個別（入所）支援計画作成に係るモニタリング会議は、支援員
及び看護師や栄養士等の専門的な知識を有する職員が参加
して行っている。また、保護者の参加も前年度より、増加してい
る。作成にあたっては、モニタリングを基に支援担当者が作成
した原案を、サービス管理責任者が指導している。作成した計
画は班会議で情報を共有し、支援にあたっている。

1

・苦情解決第三者委員による相談窓口を月１回開設するととも
に、第三者（苦情解決第三者委員、槇の実特別支援学校、保
護者）による巡回時の意見や、日々の支援、保護者来園時の
会話等により、利用者等の意見把握に努めている。

・回答者（保護者）意見欄において、改善等を要する意見、要
望が出されている。

・「サービス全般」の満足度は6割程度の保護者から「たいへん
良い」、「良い」との回答を得ている。

・項目別では、「利用者の体調管理、緊急時の連絡」の満足度
は、8割以上の高い評価、「建物内の看板などの案内」の満足
度は2割程度の低い評価となっている。また、半数の保護者が
必要以上の施錠により、施設（寮や居室）に入りにくいと感じて
いる。

（３）施設使用状況に関する
事項

サービスの向
上・適正な支援

1

・食事の主食は、代食を提供するなど、利用者の実態等に応じ
た食事提供に努めている。

・利用者の帰省時には保護者に薬情報のコピーを渡して職員
と保護者の情報共有を図っている。

保護者・外部・
地域との連携

1

・強度行動障害の支援に係るスキル向上のため、定期的に外
部専門職による研修を行っている。また、養育園では、パーソ
ナルサポーター12名の派遣を受け、利用者支援に努めるな
ど、外部専門職との連携を図っている。

・4月から事業団役員を一新するとともに、虐待防止委員会に
外部有識者、保護者代表を委員に加え、開放的な運営体制に
努めている。

・施設内研修においては、アンケート実施及び支援員の理解状
況、支援への活用状況の把握が不十分である。

・事故やヒヤリハット事例は、サービス調整会議で検討し、職員
会議、寮会議にて各職員に周知している。
また、施設長会議にて報告を受け、理事会、評議員会へも報
告している。

・支援に関する記録は、記載者を記名するよう改善された。ま
た、記録内容を活用し、支援向上に繋げるよう周知されてい
る。

・余暇支援等は、個別（入所）支援計画のもと、月に２～３回程
度計画的に外出している。

・権利擁護及び虐待防止に係る研修については、全職員が受
講できるよう計画し、実施した。また、グループディスカッション
等、参加型の研修を取り入れ、実効性のある研修体系に努め
ている。

研修の実施

1

12



特に評価される点

次年度に向けて改善が
望まれる点

前年度評価で改善が望
まれると指摘された点と
その改善状況

・改善を要するとして指摘した５点、「人材育成、人事配置、研
修の不備」、「虐待防止体制の機能不全」、「医療支援体制の
未整備」、「報告・連絡・相談体制の不備」、「情報共有の機能
不全」については、上記評価理由に記載したとおり、一定の改
善がなされ、現在も継続的に改善が図られている。

総合評価
改善を
要する

・平成26年3月に提出された改善措置結果報告書に基づき、利
用者への支援体制や職員間の相談、報告体制及び環境整備
等、袖ヶ浦福祉センターの運営において一定の改善を確認し
た。
下記、「次年度に向けて改善が望まれる点」の記載事項及び
「第三者評価におけるその他の意見」を含め、今後も継続的に
改善を図り、職員全体で利用者支援を行う意識の下、外部・地
域との連携や、開かれた施設、サービスの質の向上と支援の
充実に努めること。

以下の４点について充実が図られるよう努めること。

１　利用者二―ズを踏まえ、長期的なビジョンに基づいた具体
　　的な個別（入所）支援計画の作成と実施

４　保護者、外部機関等との連携強化

２　利用者の障害特性や生活状況に応じた支援と環境整備
　　の充実
３　職員間の情報共有、相談報告体制の強化

13

・利用者の障害特性等を踏まえ、支援場面を通じた二―ズの把握に努
めること

・利用者の二―ズを積極的に引き出し、余暇支援、外出等、地域資源を
活用し、地域社会と接する機会の確保を図ること

・積極的な関係機関との連携による、開放的な施設づくりに向けた職員
の意識向上に努めること

・アンケート（満足度調査）において、要望に対する話し合いや、施設側
の事情説明を丁寧に行うなど、保護者等との関係構築の工夫を図るこ
と
・利用者意見の反映と効果に係る保護者等とのコミュニケーションの充
実を図ること

・虐待防止委員会の内容の周知徹底とともに、職員の意見を反映させ
る等、意見交換できる体制づくりを検討すること

・権利擁護等について実際の支援場面に絡めて考えるとともに職員間
での意見交換、情報共有に努めること

・ヒヤリハット事例は、事故につながるリスクについても話し合い、その
ような事例の再発防止に向けて個別（入所）支援計画への反映につい
ても検討すること

・支援記録の必要性や活用方法、利用者とのコミュニケーションスキル
についての研修実施について検討すること

・個別（入所）支援計画の作成にあたっては、利用者の日中活動の充
実、地域への移行を踏まえた長期的ビジョンの下、利用者が社会生活
を送る視点を持ち、よりよい生活に向けた計画となるよう、積極的に関
係機関との連携を図ること

・グループディスカッションを通して、寮を超えた職員間の意見
交換の場が確保され、支援のあり方や考え方について多角的
な見方ができる体制づくりがなされた。

・パーソナルサポーターとの連携により、利用者の生活向上に
つながっている。

第三者評価における
その他の意見

特記事項
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地域協議会準備会の開催状況と今後のスケジュール 

 

 

（１）地域協議会準備会の体制 

  委員の構成や機動性の観点から調整委員会委員（別紙）に委嘱。 

 

（２）開催経緯と今後のスケジュール 

○ 第１回（平成２６年１０月２８日） 

今後の協議内容について提案を行い協議することに決定。 

 

 ◎地域協議会体制整備事業中間報告会（平成２７年１月１４日） 

   今後検討すべき課題について、調整委員会高梨委員長から報告 

・地域協議会と県条例に基づく機関との関係の整理 

・障害者差別解消法の周知と合わせた県条例の周知啓発 

・市町村の紛争解決・相談体制への支援 

 

 ○第２回（平成２７年２月３日（予定）） 

   県としての課題を地域協議会準備会に提示し議論。 

 

 ○第３回（平成２７年３月（予定）） 

   報告内容のとりまとめのうえ、国への最終報告を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１ 
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障害者差別解消支援地域協議会体制整備事業準備会委員名簿            

                                      （平成 2６年１２月末現在） 
 

 

分   野 委員氏名 役 職 名 

① 
障
害
の
あ
る
人 

身
体
障
害 

視覚障害 高梨 憲司 （福）愛光常務理事 

聴覚障害 植野 圭哉 （福）千葉県聴覚障害者協会理事長 

肢体不自由 神林 保夫 （福）千葉県身体障害者福祉協会理事長 

知的障害 田上 昌宏 千葉県手をつなぐ育成会会長 

精神障害 
横山 典子 （ＮＰＯ）ぴあ・さぽ千葉理事長 

齊藤  陟
たかし

 千葉市精神障害者家族会千花会副会長 

発達障害 角口 早苗 千葉県自閉症協会監事 

高次脳機能障害 角田 義規 ちば高次脳機能障害者と家族の会世話人 

②県議会議員 

内田悦嗣 自由民主党（浦安市） 

石井 宏子 民主党（君津市） 

秋林 貴史 公明党（松戸市） 

③ 
専
門
的
知
識
を
有
す
る 
者 

福祉の分野 
早坂裕実子 （福）まつど育成会 統轄施設長 

平山  隆 （福）彩会理事長 

医療の分野 土橋 正彦 千葉県医師会副会長 

教育の分野 
府川 雅司 

千葉県小学校長会事務局長 
（元 八街市立実住小学校長） 

林 トシ子 元 千葉県立千葉聾学校長 

雇用の分野 
石井 明彦 （株）舞浜コーポレーション  

髙柳 利明 （株）千葉興業銀行人事部長 

法律の分野 藤岡 隆夫 弁護士（藤岡・合間法律事務所） 

学識経験者 石田 路子 城西国際大学福祉総合学部福祉総合学科教授 



資料4－１

平成２６年度虐待防止アドバイザー派遣事業実施状況

実施日 派遣先 申請者 アドバイザー名 講演内容
参加者数
(人)

佐久間 水月 氏

５月２０日
稲阪 稔 氏

2 ５月２３日
習志野市東部保健
福祉センター

習志野市障がい
児童民間事業所
連絡会

朝比奈 ミカ 氏
放課後デイサービ
スの支援や言葉が
けについて

30

3 ６月１８日
千葉市中央保健福
祉センター

千葉県特例子会
社連絡会総会

野口 友子 氏
障害者虐待防止に
ついて

50

4 ６月１７日
プラネット
(印西市小林)

同左 早坂 裕実子 氏
施設等における虐
待防止策の検討や
体制整備

5

5 ７月　４日 新八千代病院
医療法人社団
心和会

岡本 一成 氏
虐待防止策の検討
や体制整備

60

6 ８月１０日
千葉市中央保健福
祉センター

ＮＰＯワークス
未来千葉

佐久間 水月 氏
どのようなことが虐
待にあたるのか、虐
待とは何か

65

7 ８月２１日
館山市コミュニ
ティーセンター

安房圏域障害者
ＧＨ等連絡協議
会

小倉 亜津子 氏

虐待や権利侵害の
事例、傾向、多く見
られる事業の内容
等

30

8 ８月２７日
千葉障害者職業セ
ンター

同左 藤尾 健二 氏
障害者の就労にお
ける虐待防止

30

8 9月25日 ウェルネス柏 柏市 小倉 亜津子 氏
施設等における虐
待防止策の検討や
体制整備

100

8 12月4日
流山市クリーンセン
ター

流山市 佐久間 水月 氏

法律の概要及び法
律の中で事業所と
してやらなければな
らないこと等

80

計 490

※　平成２６年１２月末現在
16

1 印西市文化ホール
印西市、酒々井
町、栄町及び各
自立支援協議会

障害者虐待防止研
修会

40
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対象・区分 日程 場所 人数 方法 
１ 市町村職員対象 

①基礎研修 
（法に基づく対応） 

6 月 24 日 千葉県文書館 66 人参加 直営 
1 日 

②専門研修 
（事実確認・立入調査

について） 

10 月 16 日 県庁南庁舎 60 人参加 直営 
1 日 

２ 施設等従事者対象 

①基礎研修 
（法の基本的理解と障

害特性に応じた支援） 

(1)7 月 3 日 
(2)7 月 7 日 
(3)9 月 1 日 
(4)9 月 5 日 

(1)千葉県経営者会館 
(2)県庁中庁舎 
(3)千葉県自治会館 
(4)千葉県教育会館 

(1)107 人参加 
(2)181 人参加 
(3)127 人参加 
(4)137 人参加 
（計 552 人） 

直営 
1日×2回 

②－１ 専門研修 
（メンタルヘルス） 

(1)12 月 11 日 
(2)12 月 15 日 

(1)(2)千葉県社会福

祉研修センター 
(1)83 人参加 
(2)94 人参加 
（計 177 人） 

委託 
1日×2回 

②－２ 専門研修 
（行動障害と身体拘

束） 

(1)1 月 22 日 
(2)1 月 28 日 

(1)(2)千葉県社会福

祉研修センター 
(1)100 人予定 
(2)100 人予定

（計  人） 

委託 
1日×2回 

②－３ 専門研修 
（行動障害の理解と

具体的支援の方法） 

(1)11 月 26 日 
(2)1 月 19 日 

(1)千葉商工会議所 
(2)千葉県教育会館 

(1)79 人参加 
(2)120 人予定

（計  人） 

直営 
1 日 

②－４ 専門研修 
（管理職研修） 

12 月 12 日 県庁本庁舎 176 人参加 直営 
1 日 

３ 使用者対象 

①使用者虐待の防止

と職場環境作り 
2 月 10 日 千葉県教育会館 120 人予定 直営 

1 日 
４ 派遣型研修 

①千葉県社会福祉事

業団（虐待発生時の対

応と予防） 

10 月 29 日 千葉県社会福祉事

業団 
46 人参加 直営 

1 日 

②富浦作業所（法の基

本的理解と障害特性

に応じた対応） 

1 月 16 日 とみうら元気倶楽

部 
30 人以上 直営 

1 日 

５ 講演会 

①養護者による虐待

防止 
2 月 27 日 千葉県自治会館 200 人予定 直営 

1 日 

資料５－１ 
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